
データから見る観光産業の現状
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「ナガノケンカンコウキコウ」って何？

観光を超えて、もっとナガノを面白く。 かつてない「感動」を共創する。

VISION MISSION

VALUE

01.アンテナを高く、視野を広く 02.オープンマインドで新たな発想を

03.仲間がいればなんでもできる 04.ファーストペンギンであれ

05.オタクであれ 06.驚くほど誠実であれ

07.学び多き「失敗」を歓迎する 08.一人ひとりが経営者

09.ローカルから未来を考える 10.人生を愉しむ

観光地域づくり法人 登録DMO（地域連携）

市町村会員：県内77市町村・長野県 民間会員：82団体
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長野県観光機構の事業

パブリック事業1部
⚫ 国内誘客
⚫ 教育旅行誘致（国内・訪日）
⚫ フィルムコミッション
⚫ Go NAGANO観光ナビゲートセンター
⚫ 子供たちだけのサマーキャンプ、スノー
キャンプ

TXデザイン部
⚫ 長野県公式観光Webサイト
「Go NAGANO」運営

⚫ チケット・リフト券EC
「Smart Pass」事業

⚫ 物味湯産手形 事業
⚫ OTA「温泉ぱらだいす信州」運営

CX事業部
⚫ 銀座NAGANO運営
（ショップ・イベントスペース）

⚫ NAGANOマルシェセレクト運営
⚫ 酒類販売事業

コーポレートデザイン部
⚫ 総務・人事・経理

パブリック事業２部
⚫ インバウンド誘致促進
⚫ NaganoTravelOperationCenter
⚫ 観光地域づくり推進事業
⚫ 新たな観光スタイル創出事業



観光の現状（国内）

2024国内旅行者数（速報） 単位：万人

2024年
５億3,925万人
（前年比+8.4%）

2024国内旅行消費額（速報） 単位：兆円

2024年
25.1兆円
（前年比+14.6%）

観光庁「観光統計」より



観光の現状（国内）

2025（7～9月期）国内旅行者数（速報） 単位：万人

7～9月期
16,136万人
（前年比+4.6%）

2025（7～9月期）国内旅行消費額（速報） 単位：兆円

7～9月期
80,546億円
（前年比+9.0%）

観光庁「観光統計」より



観光の現状（インバウンド）

訪日外国人旅行消費額は
2024年
8兆1,395億円
（前年比+53.4%）
（2019年比+69.1%）
と過去最高

2024は中国市場が急激に
回復

2019と比較して多岐に
渡る国から訪日

観光庁「観光統計」より



観光の現状（インバウンド）

観光庁「観光統計」より



観光の現状（インバウンド）

観光庁インバウンド消費動向調査より

旅行消費額についても
堅調に伸びている



観光の現状（インバウンド）

出展 日本政府観光局「JNTO」

訪日旅客数は
2024年
36,869,900人
（前年比+47.1%）
（2019年比+15.6%）
と過去最高

旅客数は
韓国→中国→台湾
→米国→香港→タイ
→豪州、、、、
の順で多い

直近の傾向では中国
が韓国を上回る



観光の現状（インバウンド） 長野県

延べ宿泊者数（県全体）

日本観光振興デジタルプラットフォームより抽出



観光の現状（インバウンド） 長野県

訪問者数（小諸市）

訪問者数（佐久市）

台湾

韓国

アメリカ

韓国

日本観光振興デジタルプラットフォームより抽出



データ分析ツール



観光の現状（国の方針）

３つのキーワード
・持続可能な観光
・消費額拡大
・地方誘客促進

この数年で日本への認知
は拡大
→いかに地方へ誘客し、
消費額をあげていくか

→いかに需要を平準化、
観光産業を足腰の強い
ものにしていくか



DMOについて

DMO/DMCは
「観光地域づくりの
司令塔」

Destination
Management

(Marketing)
Organization

(Company)

基本理念
「住んでよし訪れてよし」
の観光まちづくり



DMOについて



DMOについて

R7.10.1より「DMO登録制度」の要件見直し ※改定のポイント

①観光地経営戦略の策定 ・策定すべき項目の明示
・ＫＧＩの追加及びＫＰＩの見直し
②組織体制の更なる強化 ・ガバナンス強化のための意思決定機関の設置
・ＣＭＯの専従要件の見直しと常勤職員 3 名以上の配置
③安定財源確保の強化
・ＫＰＩとして安定財源確保率の導入
・実施計画に必要な予算と調達の見通しを示す財源計画の策定
④更新要件の導入
・これまでの活動の成果を定量的、定性的に評価
・研修の受講の要件化
⑤審査方法の改善
・ヒアリングの導入。審査期間の大幅延長（概ね１年とする）
・更新要件を満たさなかった場合の留保制度の導入（１年を限度とする）
⑥ＤＭＯ区分の見直し
・広域連携ＤＭＯ、都道府県ＤＭＯ、地域ＤＭＯの３区分に再編



DMOとDMCについて（NoPrint）

そもそも、観光協会とDMOの違いって何？

観光協会 ＝ 事業者目線

DMO   ＝ 地域住民目線



DMOとDMCについて（NoPrint）

DMOとDMCの違いって何？

法人格 登録制度 機能

DMO
  Destination
  Management
  Oganization

公益目的
企業

あり
公共事業の視点

から
地域振興を図る

DMC
 Destination
  Management

Company

収益目的
企業

なし
※DMOとして登録

ビジネスの視点
から

地域振興を図る



これからのDMOに求められるもの

●権限
地域の「舵取り役」として、首長並みの権限と説明責任を果たす

●財源
行政補助も含めた安定財源の確保と地域への投資

●専門性
「地域への熱い情熱」という専門性と、高度な知識技術

●マネジメント
どう、地域がほしい時期にほしいお客に来てもらえるか

 観光を起点とした、住民の「豊かさ」をマネジメント
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